
安田女子大学
日本文学会

❖日時 2021年2月20日(土)13:30～16:15

❖場所 安田女子大学 8号館2階(8201教室)

❖スケジュール 研究発表:25分 質疑:10分
2020年度

研究発表会

【お問い合わせ】 安田女子大学 日本文学会

〈日本文学科事務室〉

〒731-0153 広島市安佐南区安東6-13-1

TEL ：082-878-9172 

E-mail : nichibun.box@yasuda-u.ac.jp

新型コロナウイルス感染症防止に配慮のうえ、開催いたします。

開会の辞 会 長 町 博光 13：30～

Ⅰ 中世日本における太刀の贈与とその流通について
学部４年
坪中 初穂

13：35～

－中世日記史料の記述を視点として－

◇質 疑

Ⅱ
シンハラ語複合動詞のヴォイス的対立

博士後期課程１年
デシルバ K.G.K

14：10～

◇質 疑

～ 休 憩～（１5分）

Ⅲ 『初音歌詞巻』・『源氏聞書』における『河海抄』の引用 卒業生 15：00～

―『細流抄』から『明星抄』にかけて― 渡橋 恭子

◇質 疑
広島大学大学院 文学研究科
博士課程後期３年

Ⅳ 多様化する現代美術としての書表現 安田女子大学
助教
田村 南海子

15：35～

◇質 疑

閉会の辞 副会長 信廣 友江 16：10～


